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８
月
は
、
夏
休
み
や
長
期
休
暇
で
開
放

的
な
気
分
に
な
り
、
身
の
回
り
に
潜
む
危

険
を
忘
れ
が
ち
な
時
期
で
す
。

　

家
庭
で
は
、
お
子
さ
ん
に
連
れ
去
り
防

止
の
合
言
葉
「
つ
・
み
・
き
・
お
・
に
」

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
女
性
が
被
害
と
な
り
や
す
い
、

ひ
っ
た
く
り
や
性
犯
罪
に
も
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
市
内
で
も
振
り
込
め
詐
欺
を

始
め
と
し
た
特
殊
詐
欺
の
被
害
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
留
守
番
電
話
等
を
活
用
し
、

犯
人
と
の
会
話
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
で

は
、
次
の
「
重
点
項
目
」
を
か
か
げ
、
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

《
運
動
の
重
点
》

○
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

○
自
動
車
盗
の
防
止

　

女
性
の
意
に
反
し
て
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
へ

の
出
演
の
強
要
や
、「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

呼
ば
れ
、
児
童
が
性
的
な
被
害
に
遭
う
問

題
等
若
年
の
女
性
に
対
す
る
性
的
な
暴
力

は
全
国
的
に
み
て
深
刻
な
状
況
で
す
。

【
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
に
関
す
る

事
例
】

・�

悪
質
な
ス
カ
ウ
ト
は
「
モ
デ
ル
に
な
り
ま

せ
ん
か
？
」と
偽
って
近
づ
い
て
き
ま
す
。

・�

タ
レ
ン
ト
契
約
し
た
ら
、
ア
ダ
ル
ト
ビ

デ
オ
撮
影
だ
っ
た
。
断
る
と
、
違
約
金

等
請
求
さ
れ
た
。

【
女
子
高
生
（
Ｊ
Ｋ
）
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す

る
事
例
】

・�

女
子
高
校
生
に
客
の
求
め
に
応
じ
て
身

体
の
接
触
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
さ
せ
て
い
た
。

・�

女
子
高
校
生
に
客
の
求
め
に
応
じ
て
胸

を
強
調
す
る
姿
勢
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
。

○
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
、「
Ｊ
Ｋ

ビ
ジ
ネ
ス
」
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

安
城
警
察
署
（
☎
（76）
０
１
１
０
）

　

警
察
相
談
専
用
窓
口　

＃
９
１
１
０

　

自
転
車
の
盗
難
が
４
月
か
ら
増
加
し
て

お
り
、
例
年
夏
ま
で
増
加
し
つ
づ
け
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
自
転
車
盗
は
昨
年
の
刑

法
犯
認
知
件
数
の
う
ち
、
約
23.1
％
を
占
め

る
最
も
多
い
罪
種
で
す
。

　

本
年
に
入
っ
て
も
５
月
末
ま
で
の
自
転

車
盗
被
害
認
知
件
数
は
53
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
転
車
盗
難
の
約
60
％
が
無
施
錠

で
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。被
害
場
所
は
、

駅
周
辺
の
駐
輪
場
お
よ
び
店
舗
駐
車
場
が

多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
盗
難
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

・�

複
数
施
錠
（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）
は
、
盗
難

防
止
対
策
に
非
常
に
効
果
的
で
す
。

・�

中
高
生
の
自
転
車
盗
難
が
増
加
し
て
い

ま
す
。必
ず
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

見
通
し
が
良
く
明
る
い
、
防
犯
カ
メ
ラ

が
あ
る
等
、
管
理
さ
れ
た
自
転
車
駐
車

場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・�

ど
ん
な
に
急
い
で
い
て
も
、
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

○
犯
行
を
目
撃
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
110
番

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
、
犯
行
に
関
す
る
情
報
は
最
寄

り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

個
人
事
業
税
の
第
一
期
分
の
納
期
限
は

８
月
31
日
㈭
で
す
。

　

８
月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
次
の
方
法
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

銀
行
、信
用
金
庫
、信
用
組
合
、農
協
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
代
理
店
の
郵
便
局
を

含
み
ま
す
。）
等
の
金
融
機
関

・�
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※�
納
付
書
の
納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

・
県
税
事
務
所

・�Pay-easy
（
ペ
イ
ジ
ー
）
に
対
応
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は

Ａ
Ｔ
Ｍ

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
県
県
税
専
用
お
支

払
サ
イ
ト
）
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付（
１
万
円
ご
と
に
73
円［
税

別
］の
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。）

※�

な
お
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
、�

Pay-easy

並
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド�

で
は
領
収
証
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

領
収
証
書
が
必
要
な
人
は
、
金
融
機
関

等
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
人
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金

融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/zeim

u/

　

８
月
６
日
の
広
島
と
９
日
の
長
崎
の
原

爆
の
日
に
と
も
な
い
、
中
央
公
民
館
１
階

ホ
ー
ル
お
よ
び
市
役
所
１
階
西
側
通
路
で

８
月
４
日
㈮
か
ら
８
月
17
日
㈭
ま
で
「
原

爆
と
人
間
展
」パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

｢

あ
の
日｣

か
ら
人
間
が
ど
ん
な
生
活
を

強
い
ら
れ
た
か
、
そ
し
て
被
爆
者
の
皆
さ

ん
が
「
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
せ
な

い
」
た
め
に
、
ど
う
生
き
、
ど
う
闘
っ
て

き
た
か
を
示
し
、
今
何
が
で
き
る
か
を
問

い
か
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
６
月
の
展
示
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
720
羽
の
折
鶴

を
広
島
へ
向
か
う「
あ
い
ち
平
和
行
進
団
」

に
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ 

い
て
い
か
な
い

み 

ん
な
と
、
い
つ
も
い
っ
し
ょ

き 

ち
ん
と
知
ら
せ
る

お 

お
ご
え
で
助
け
を
呼
ぶ

に 

げ
る

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く

県
西
三
河
県
税
事
務
所
県
民
税
・
事
業
税

第
二
グ
ル
ー
プ　
　

 （
☎
（27）
２
７
１
３
）

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

安
心
安
全
課 

防
犯
交
通
係（
☎
（95）
０
１
１
５
）

安
城
警
察
署　
　
　
　
　

 （
☎
（76）
０
１
１
０
）

自
転
車
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す

安
心
安
全
課 

防
犯
交
通
係（
☎
（95）
０
１
１
５
）

安
城
警
察
署　
　
　
　
　

 （
☎
（76）
０
１
１
０
）

原
爆
と
人
間
展

協
働
推
進
課 

協
働
人
権
係

（
☎
（95）
０
１
４
４
）

若
い
女
性
の
性
暴
力
被
害
が

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す

安
心
安
全
課 

防
犯
交
通
係（
☎
（95）
０
１
１
５
）
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８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数

多
く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
日
本
武
道
館
で

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
そ
の
中
で
正
午
を
合
図
に
１
分
間

の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
市
と
長
崎
市
で
も
毎
年
原

爆
死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈
念
式
が
行

わ
れ
、
広
島
市
で
は
８
月
６
日
午
前
８
時

15
分
、
長
崎
市
で
は
８
月
９
日
午
前
11
時

２
分
に
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の

黙
と
う
を
捧
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や

家
庭
な
ど
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

　

愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
所

得
状
況
届
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
は
８
月
１

日
～
31
日
、
他
の
３
つ
の
手
当
て
は
８
月

10
日
～
９
月
11
日
が
提
出
期
間
で
す
。

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

　

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、�

期
限
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
人
に
は
、
届
出
の

用
紙
を
前
も
っ
て
送
付
し
ま
す
。

　

５
月
の
赤
十
字
強
化
月
間
に
実
施
し
た

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
で
、
市
に

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
活
動
資
金
は

502
万
７
千
183
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
活

動
資
金
は
全
額
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金

し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

在
宅
で
ね
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
重
度
障
が
い
者
の
人
が
使
用
し

て
い
る
寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
を
無
料
で
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者

①�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人

②�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要

介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
た
人

③�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

▼
内
容　

掛
け
布
団
・
敷
き
布
団
・
毛
布

各
１
枚
の
洗
濯
・
乾
燥
（
た
だ
し
、
羊
毛

布
団
な
ど
特
殊
な
も
の
は
除
き
ま
す
。
ダ

ブ
ル
以
上
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。）

※�

希
望
者
は
、
代
わ
り
の
布
団
を
無
料
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
実
施
日

［
回
収
日
］
８
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

［
配
達
日
］
８
月
24
日
㈭
・
25
日
㈮

▼
時
間
帯　

午
前
（
８
時
30
分
～
正
午
）・

午
後
（
正
午
～
午
後
３
時
）

※
時
間
帯
の
指
定
は
午
前
・
午
後
の
み

▼
申
込
み　

８
月
８
日
㈫
ま
で
に
長
寿
介

護
課
へ
。

※�

過
去
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
電

話
で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

※�

次
回
は
11
月
に
実
施
予
定
で
す
（
詳
細

に
つ
い
て
は
11
月
１
日
号
の
広
報
に
掲

載
予
定
で
す
。）

　

お
盆
前
後
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
搬
入
は
、
２
時
間
程
度
の
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。　

　

次
の
事
項
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

な
る
べ
く
お
住
ま
い
の
区
域
の
収
集

日
・
回
収
場
所
に
出
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

・�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
い
た
だ

く
場
合
は
、
燃
え
る
ご
み
と
粗
大
ご
み

を
し
っ
か
り
分
別
し
て
、
粗
大
ご
み
を

先
に
出
せ
る
よ
う
に
、
車
に
積
ん
で
か

ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�

車
は
、
本
人
か
ご
家
族
の
運
転
で
な
い

場
合
は
、
家
庭
ご
み
と
見
な
さ
れ
ず
有

料
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

不
燃
物
処
理
場
の

ご
み
の
分
別
方
法
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

不
燃
物
処
理
場
で
受
け
入
れ
て
い

る
不
燃
物
の
分
別
方
法
が
７
月
１
日

か
ら
変
更
と
な
り
、「
複
合
素
材
」、

「
金
属
類
」、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
」、「
金
属
製
キ
ャ
ッ
プ
類
」
と
し

て
、
よ
り
細
分
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
再
生
に
係

る
効
率
化
を
計
る
た
め
で
す
。

【
複
合
素
材
】

・�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
金
属
等
か
ら
成
っ�

て
い
る
も
の

【
金
属
類
】

・�

ほ
ぼ
全
て
が
金
属
か
ら
成
っ
て
い

る
も
の

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
】

・�

全
て
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
成
っ

て
い
る
も
の

※�

少
し
で
も
金
属
等
が
混
じ
っ
て
い

れ
ば「
複
合
素
材
」に
該
当
し
ま
す
。

【
金
属
製
キ
ャ
ッ
プ
類
】

・
瓶
や
缶
の
キ
ャ
ッ
プ
類

※�

飲
料
用
の
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル

缶
の
キ
ャ
ッ
プ
類
は
、
そ
の
ま
ま

「
ア
ル
ミ
缶
」や「
ス
チ
ー
ル
缶
」

と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

各
町
内
会
、
集
合
住
宅
等
の
集
積

場
所
で
は
分
別
方
法
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

環
境
課　

ご
み
減
量
係

（
☎
（95）
０
１
２
６
）

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

福
祉
課 

保
護
援
護
係（
☎
（95）
０
１
４
９
）

障
害
者
手
当
の
所
得
状
況
届
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係（
☎
（95）
０
１
１
８
）

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係（
☎
（95）
０
１
１
８
）

ふ
と
ん
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

長
寿
介
護
課 

長
寿
係（
☎
（95）
０
１
５
０
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
盆
の
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

刈
谷
知
立
環
境
組
合 （
☎
（21）
５
３
８
９
）
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８
月
１
日
～
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
道
路
を
常
に
広
く
、
美
し

く
、
安
全
に
使
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

道
路
は
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
や
産
業
経
済
、
文
化
活
動
の

基
盤
と
な
る
非
常
に
重
要
な
施
設
で
す
。

　

国
・
県
・
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
広
く
て
美
し
い
道
路
に
保

て
る
よ
う
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
道
路
の

清
掃
を
行
う
な
ど
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
61
年
度
か
ら
、
道
路
の
意

義
・
重
要
性
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
関
心
と

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
８
月

10
日
を
「
道
の
日
」
と
定
め
、
国
民
的
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
が
制
定
さ
れ
た
趣
旨
を
認
識
し
、�

今
一
度
、道
路
の
役
割
な
ど
を
見
直
し
て
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

道
路
に
、
紙
く
ず
や
空
き
缶
等
の
「
ご

み
」
を
捨
て
な
い
。

・�

道
路
を
商
品
置
場
や
作
業
場
と
し
て
使

わ
な
い
。

・�

道
路
に
、
自
動
車
や
自
転
車
、
オ
ー
ト

バ
イ
等
を
放
置
し
な
い
。

・�

敷
地
か
ら
道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木

は
、
敷
地
の
管
理
者
で
剪
定
す
る
。

・�

道
路
に
日
覆
い
等
を
設
置
す
る
場
合
に

は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
る
。

・�

道
路
の
施
設
に
影
響
が
出
る
工
事
を
す

る
場
合
に
は
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受

け
る
。

　

道
路
は
、私
た
ち
み
ん
な
の
も
の
で
す
。�

他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
広

く
・
美
し
く
・
安
全
で
快
適
に
使
え
る
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

公
益
財
団
法
人
矢
作
川
水
源
基
金
は
、

県
と
矢
作
川
流
域
内
の
10
市
町
で
、
き
れ

い
で
豊
か
な
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
安
全
な
大

地
造
り
を
願
い
昭
和
53
年
２
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
矢
作
川
流
域
に
は
、
長
野
県
・
岐

阜
県
を
含
め
157
万
人
余
の
人
々
が
生
活
し

て
い
ま
す
。
水
は
、
飲
料
水
を
は
じ
め
と

し
て
私
た
ち
の
生
活
に
は
１
日
も
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
で
、
水
源
地
域
の
過
疎
化
・

林
業
の
低
迷
等
に
よ
り
課
題
は
多
く
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、「
緑
豊
か
な
山
林
で
、

き
れ
い
で
安
定
し
た
水
と
災
害
に
強
い

山
」
に
す
る
た
め
、
運
命
共
同
体
の
認
識

の
も
と
、
植
林
や
保
育
等
山
の
管
理
と
上

下
流
の
交
流
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
上
下
流
交
流
や
基
金
へ
の
寄

付
お
よ
び
賛
助
会
員
へ
の
参
加
と
、
水
と

山
へ
の
関
心
や
感
謝
の
気
持
ち
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　知立公園に咲き誇る花しょうぶを広く紹介
し、観光宣伝に使用することを主旨として開
催された「知立公園花しょうぶを写す会」の
入賞者が決定しました。
　応募総数274点の作品の中から厳正な審査
の結果、「推薦」の小伊豆忠さんをはじめ、
次の皆さんが入賞されました。

◎入賞作品展
▶と　き　7月29日㈯～8月9日㈬
▶ところ　中央公民館　1階ロビー
▶問合せ　�観光協会事務局（経済課内　☎83-1111	

内線211・212）
「推薦」小伊豆忠さんの作品

賞 氏　名（敬称略）
推　薦 小伊豆　忠（知立市）

特　選 福島　宏治（豊田市） 斎藤　和子（安城市）

準特選 佐藤　信夫（知立市） 星子　秀一郎（半田市）

入　選

戸軽　邦明（知立市） 神谷　正巳（西尾市）

鈴木　啓介（幸田町） 水谷　清（豊橋市）

松尾　忠尚（名古屋市） 大口　芳子（刈谷市）

岡田　廣子（知立市） 神谷　修二（刈谷市）

杉浦　秀夫（安城市） 高橋　敏郎（岡崎市）

青木　純二（武豊町） 杉浦　勝利（西尾市）

田畑　繁幸（知立市） 榎本　清司（三重県鈴鹿市）

清水　清章（知立市）

平成29年度 知立公園花しょうぶを写す会入賞者決定

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

「
８
月
10
日
は
道
の
日
」

土
木
課 

管
理
係　
　
（
☎
（95）
０
１
５
５
）

矢
作
川
水
源
基
金
に

参
加
と
関
心
を

企
画
政
策
課 

政
策
係（
☎
（95）
０
１
１
４
）

公
益
財
団
法
人
矢
作
川
水
源
基
金

事
務
局　

 （
☎
０
５
６
４
（23）
２
６
４
５
）
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ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
水
道
水
の

臭
い
や
色
と
い
っ
た
衛
生
面
が
問
題
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

原
因
の
多
く
は
、
貯
水
槽
（
受
水
槽
や

高
置
水
槽
等
）
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

年
に
１
回
以
上
は
、

貯
水
槽
内
部
の
清
掃
、

破
損
が
な
い
か
ど
う
か

の
点
検
な
ど
、
安
全
な

水
を
利
用
す
る
た
め
に
も
維
持
、
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

市
水
道
事
業
は
、
昭
和
39
年
の
供
用
開

始
か
ら
50
年
以
上
に
わ
た
り
市
の
発
展
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
高

度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
集
中
的
に
建
設

さ
れ
た
施
設
や
管
路
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
更
新
や
耐
震
化
に
多
く
の
費
用
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
収
益
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
料
金

収
入
は
、人
口
減
少
や
節
水
器
具
の
進
歩
、

節
水
意
識
の
向
上
等
で
減
少
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
今
後
、
当
事
業
の
経
営
は
さ

ら
に
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
で
将
来
に
わ
た
り
水
道
水

を
安
全
に
安
定
し
て
供
給
し
て
い
く
た
め

に
は
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、将
来
の
財
政
予
測
を
踏
ま
え
、�

中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
で
あ
る

「
知
立
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
（
案
）」

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）
制
度
に

基
づ
き
、
広
く
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
意
見
募
集
案
件

・
知
立
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
（
案
）

▼
意
見
募
集
期
間

８
月
２
日
㈬
～
31
日
㈭

▼
閲
覧
場
所
等

・
水
道
課
（
市
役
所
２
階
）

・
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）

・
図
書
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
意
見
の
提
出
方
法

①�

郵
送　

〒
472
―
８
６
６
６（
住
所
不
要
）

知
立
市
役
所　

水
道
課
宛

②
Ｆ
Ａ
Ｘ 

（84）
０
０
５
７

③
Ｅ
メ
ー
ル

　

suido@
city.chiryu.lg.jp

④
水
道
課
窓
口
へ
直
接
書
面
で
提
出

※�

様
式
は
自
由
で
す
が
、
住
所
と
氏
名
は

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
受

付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校
高
等
課
程

Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校
高
等
課

程
１
年
生
が
、６
月
23
日
㈮
に「
Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー

ン
活
動
」と
し
て
、知
立
駅
か
ら
学
校
ま
で

の
通
学
路
、学
校
周
辺
道
路
、新
田
公
園
、

弘
栄
公
園
、堀
切
２
号
公
園
、東
栄
公
園
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。「
Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー
ン

活
動
」は
本
校
が
毎
年
行
っ
て
い
る
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、６
月
に
１
年
生
、10
月

に
２
年
生
、11
月
に
３
年
生
が
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、公
園
の
遊
具
や
ト
イ
レ
、学

校
周
辺
道
路
と
名
鉄
線
路
沿
い
道
路
の
側

溝
を
特
に
き
れ
い
に
し
よ
う
と
目
標
を
立
て

て
行
い
ま
し
た
。各
ク
ラ
ス
は
、担
当
区
域
に

到
着
す
る
と
、早
速
、草
取
り
や
側
溝
の
ゴ

ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。特
に
名
鉄
線
路
沿
い

道
路
の
側
溝
は
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
が
多
く
、取

る
の
が
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、み
ん
な
一
生
懸

命
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、公
園
担
当
の
生
徒
は
、公
園
の
ト

イ
レ
の
便
器
を
磨
い
た
り
、ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の

遊
具
を
拭
い
た
り
、生
徒
た
ち
は
、そ
れ
ぞ

れ
自
分
た
ち
の
考
え
で
清
掃
活
動
を
し
ま

し
た
。

　

１
時
間
あ
ま
り
の
活
動
時
間
で
し
た
が
、

各
ク
ラ
ス
の
担
当
区
域
が
き
れ
い
に
な
っ
て
、

生
徒
た
ち
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、あ
と
２
回

の「
Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー
ン
活
動
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
公
園
や
道
路
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「緑の募金」にご協力ありがとうございました
　4月・5月に家庭・街頭・職場等においてご協力いただいた緑の
募金は、総額144万3779円となりました。
　お寄せいただいた募金は、市内公共施設等への緑化や緑化の啓
発活動に役立たせていただく予定です。また、募金の一部は、国・
県の緑化事業や、東日本大震災被災地の森林復興などの支援事業
にも活用される予定です。ご協力ありがとうございました。

（敬称略）

募金内訳 協力機関 募金額

家庭募金 町内会（30区） 1,198,435円

街頭募金
ガールスカウト愛知97団

42,520円
ボーイスカウト知立1団ビーバースカウト隊

職場募金

秋田工業㈱ ブラザー精密工業㈱

187,809円

㈱エス・エヌ・ビー ミヤマ精工㈱

共和建設工業㈱ 明治電機工業㈱豊田支店

㈱大和電機製作所 ㈱渡辺機械製作所

㈲知立園芸 渡辺工業㈱

中川工業㈱ 知立市職員互助会

日本特殊塗料㈱

篤志募金 市内公共施設 15,015円

募金総額 1,443,779円

▶問合せ　緑化推進協議会（都市計画課内　☎95-0157）

知立市水道事業
キャラクター
「みずっち」

貯
水
槽
の
清
掃
・
点
検
は

大
丈
夫
で
す
か
？

水
道
課 

料
金
係　
　
（
☎
（95）
０
１
３
２
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

―
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
― 

知
立

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
（
案
）

水
道
課 

料
金
係　
　
（
☎
（95）
０
１
３
２
）
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１
９
９
４
年
頃
ま
で
に
出
産
や
手
術
に

よ
る
大
量
出
血
な
ど
の
際
に
、
血
液
か
ら

つ
く
ら
れ
た
医
薬
品
（
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
・
血
液
凝
固
第
９
因
子
製
剤
）
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
に
感
染
さ
れ
た
人
へ
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
法
律
（
※
）
に
基

づ
き
、
国
と
和
解
を
し
た
う
え
で
、
給
付

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

こ
の
給
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
２
０�

１
８
年
１
月
15
日
ま
で
に
国
を
相
手
と
す

る
裁
判
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
ま
ず
は
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※�

特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
お
よ
び
特
定

血
液
凝
固
第
９
因
子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型

肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の

給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

▼
問
合
せ　

・
厚
生
労
働
省
フ
ィ
ブ
リ
ノ

ゲ
ン
製
剤
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
（
☎
０�

１
２
０
（509）
０
０
２
）　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
６
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

・�

裁
判
終
了
後
の
給
付
金
の
請
求
手
続
き

は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）（
☎
０
１
２�

０
（780）
４
０
０
）　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
。）

※�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
携
帯
電
話
、
公

衆
電
話
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　6月11日㈰に保健センターで、
歯科医師会と共催による第15回
「8020表彰式」が開催されまし
た。
　この表彰は、今年度80歳以上
でご自分の歯を20本以上保って
いる人を達成者として表彰する
ものです。
　今年度は、61人が表彰され、
賞状と記念品が贈られました。
　表彰式に徒歩や自転車で来ら
れたり、定期的にかかりつけ歯
科医で診療を受けていたりと、
皆さん大変お元気な人ばかりで
した。改めて、歯・口腔の健康は、
全身の健康にも大きく関わりが
あるという事を感じる事ができ
ました。
　受賞者の皆さん、おめでとう
ございました。

～受賞者の皆さん～（敬称略・五十音順）
○達成賞
相川保子、青石幸子、阿部惠美子、荒木清三、生田三郎、石黒孝、板谷千晶、岩田愛子、岩田廣雄、岩月八重子、
大島好江、大谷きみ子、大辻ヒロ子、加藤昭、加藤治子、川口益之丞、五島康、小林はつ、斎藤てい子、坂井尚弘、
坂野上義、坂本勝、櫻間幸子、佐守千代子、下ノ村妙子、杉浦光 、鈴木康之、住田順司、髙木達男、高木正博、
髙橋一夫、田上光男、竹内正道、田中政男、谷ヌイ子、成瀬勝子、西澤淳子、野畑節子、野畑富士彦、野村久代、
濱内雅美、兵藤冨夫、福井道忠、藤田清子、堀田信義、間瀬滿、松井武雄、松井文子、松原保、松原文子、
松山キシ子、南谷美惠子、宮本広之、吉田窓一郎、吉田よしゑ　他6人
▶問合せ　保健センター（☎82-8211）
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